
































第 1章  序 論  ・
口 ・ 口 ・ ・ ・ ・ ・ 口 ・ ・ ・ L.口 ..B・ ・ 口 ・ ・ ・ ・ ・ 口 ・ ・ ・ ・ ・ 口 ・ ・ ・ 目 ■ 1
1.1 研究の背景 ・・・・ ロロ・・・・ ロロロ・・・・ 口・・・ 口"口・・・・・・ ■■■口■1
1.2 研究の視点と目的 口・・・・・・・・・ B・・ コ・・・・ 甲・ ■■■■■口・・・・・・5
1.3 本研究の構成 ・・・・・・・ 口・・・・・・ 口・・ 口・ 口・・・・・・・・・・ ロロ・ 口6
1.4 本 研 究 の 意 義  ・ ・ ロ ヨ ・ 口 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 口 菫 口 ■ ■ ■ 自 口 ■ `口
■ ■ ■ ロ ロ ■ 口 ・ ・ ・ ・ 9
参考文献 ・・・・・・ 口・・ 口・・ ロロ・・・ Q・・ ■■口■■・・・・・・ 口・・・・・・・10
第2章 環境イノベーションの普及と地域環境力の形成の相互作用に関する動向と研究 ・・ 口・・11
2.1 緒 言  
口 ・ ・ 口 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 口 ・ ・ ・ ・ ロ ロ ・ ・ ・ ・ 口 ・ ・ ・ ・ 口 ・ 口 ・ ・ ・ 口 ・ ・ 11
2.2 環境イノベーション全般の普及動向と既往研究 ・ E■ ■■■■口・・・・・ 目■■口■■11
2.3 住宅用太陽光発電の普及動向と既往施策 口・ ロロ・ 口・ ヨロ・ ,日 ■■■■■口・・・・17
2.4 地域環境力に関する政策議論と既往研究 ・・・ 口・・・・・・・ 口・・・・ ロロ・・・・24
2.5 要 約   ・
 ・  ・  ・  口 ・  ・  ・  ・  ・  ロ ロ ロ ロ 菫 ■ 口 ■ ■ 口 ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  口 ・  ・  口 ・ 27
参考文献 目■■■■■・・・・・・ 口・・・・・ 口・・・・・ 目■■■口■・・・・・・・・・27
第3章 日本全国を対象とした住宅用太陽光発電の設置規定要因と地域における設置補助金の効果 ・31
3.1 緒 言  ・ ・
口
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ E■ ■ ■ ■ ■ ・ ・ 口 ・ 口 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 口 ・ ・ ・ ・ 口 ・ ・ ・ 31
3.2 住宅用太陽光発電の設置者特性の変化と設置の規定要因 ・・・・ 口■口■■口・・・・・31
3.2.1 分析の視点と方法 ・ 口・・・・・ 口・・・・・・・・・・・・ 口・・・・ 口・ 口・31
3.2.2 住宅用太陽光発電の既設置者等の特性 ・・・ 口・・・・・・ ロロ・・・・ r...34
3.2.3 住宅用太陽光発電の設置意向の規定構造 ・・・・ 口・・「・・ ロロ・・・・・ ロロ40
3.2.4 住宅用太陽光発電の認知と情報入手媒体の関係 口・ 口・・・・・・ 口・・・・・・43
3.2.5 分析結果のまとめ ・・・・・ 口・・・ 口・・・・・・・・・・・・ 口・・ 口・・・44
3.3 全国各地における住宅用太陽光発電の設置補助金の状況と効果 ・・・・・・・ 菫・・・ 口46
3.3.1 分析の視点と方法 ・・・・ 口■■口■■・・・・・・・・ 口・・・・・・・・・・46
3.3.2 地方自治体における住宅用太陽光発電の設置補助金の実態 ・・ ロロ・・・ 口・・・46
3.3.3 地方自治体における住宅用太陽光発電の設置補助金制度の住民認知度 ・ 口・・ 口・49
3.3.4 住宅用太陽光発電の設置意向の規定要因のモデル化 ・ 口・・・・・・ B・・・・ 口50
3.3.5 地方自治体による住宅用太陽光発電の設置補助金の効果分析 ・ ロロロ・・・・・・52
3.2.6 分析結果のまとめ ・ 口・・・・・ =口・・・・・・・ 口・・・・ 口・・・・・ E■55
3.4 埼玉県内市町村における住宅用太陽光発電の設置補助金の状況と効果 ・・・・ 口・・・・56
3.4.1 分析の視点と方法 ・・・・・・・ 口・・・・・・・・ ロロロ・ ■■■■■・・ 口・56
3.4.2 埼玉県内における住宅用太陽光発電の設置補助金制度の状況 ・・・ 口・・・・ 口・57
3.4.3 住宅用太陽光発電の設置補助金制度の感度解析と最適設計 口・・・・・・・・・・60
3.4.4 分析結果のまとめ ・ 8日 ■口■■|口 ■■■■・ ロロロ・・ 口・ 口・・・・・・・65
3.5 要 約  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
口 ・ 口 ・ ・ 甲 ■ ■ ■ ■ “
口 ・ ・ ・ =・ ・ 口 ・ 口 ・ ・ ・ 65







日 ■ ■ ■ ■ ■









口 ■ ■ ■ 口 ■
・ 67
第4章 長野県飯田市における住宅用太陽光発電の設置と市民共同発電事業の相互作用 ・・・ 口・69
4.1 緒 言  ・ ・ ,・ ・
口 ・ ・ ・ ・ ・ 口 ・ ・ ・ 口 ・ ・ ・
口 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 口 "・
口 ■ ■ ■ 口 ・ ・ ・ 69
4.2 長野県飯田市の特徴と市民共同発電事業の経緯 B・・・・・ 口・・・・・・・ 口・・・ 日69
4.3 長野県飯田市における市民共同発電事業と住宅用太陽光発電の普及との関係 ・ 8■ ■■■74
4.311 分析の視点と方法 ロロ・・・ 口自■■■■■・・・・・・・ 口・・・・・・・・・74
4.3.2 市民共同発電事業の認知及び影響と属性の関係 ・・・・・ 口・ L・・ 口■■.口・76
4.3.3 市民共同発電事業の影響 ・・・・・・ ロロロ・ 自■E■ ■■■■・ ロロ・・ ロロ・77
4.3.4 太陽光発電の設置意向の規定構造モデル ロ・・・・・・・・・・・ 口.・ ■■口■80
4.3.5 分析結果のまとめ ・ 口・ 口・・・・・ 口・・・・・・ ロロ・・ ■■口■■B・・・82
4.4 長野県飯田市における住宅用太陽光発電及び木質バイオマス機器の設置意向,
市民共同発電の出資意向の比較 ・・・・・・・ 口・・ 口■B■ ■・・・ ロロ・・ ロロ・83
4.4.1 分析の視点と方法 ロロ・ 口・・・・ ヨ・ ロロロ・・ ■■■■■・・ 口・ 口・ ロロロ83
4.4.2 住宅用太陽光発電と木質′ヽイオマス機器の設置,市民共同発電の出資 口・・・・・85
4.4.3 住宅用太陽光発電と木質バイオマス機器の設置意向,市民共同発電の出資意向
の 規 定 要 因  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
口 ・ ・ 口 ・ ・ ・ 口 ・ ・ 口 ・
口 ● ■ B口 ■ ■ ■ B■ ・ ・ 91
4.4.4 分析結果のまとめ ・・・・・ ロロ・ ロロ・・・・・・ ロロ・・ ■■■■■・・ 口・93
4.5 要 約  
日 ● Bロ ロ ロ ■ ■ ■ ■ 口 ■ ■ E E■ ■ ■ ■ 口 ■ ■ ■ ■ ■ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ロ ロ ・ ロ ロ ■ 口 96
参考文献 ロロ・・・ ロロ■●ロロロ・・・ 口・・・ ロロ・・・・・ 口・・ ヨ・・ ロロ・・ 口・・97
第5章 長野県飯田市における環境施策等と地域環境力の形成 口・ 口・・・・・・ ロロロ・ ロロ899
5。1 緒言 ・・・・・・・・・・・・ 口・・・・・・・・・ 口・ 口・ 口・・・・・ ロヨロ・・ 口99
5.2 長野県飯田市住民の環境配慮意識の実態と環境施策等と社会関係資本の影響 ・・ ロロ・・99
5.2.1 分析の視点と方法 ・・・・・ 口・・ 口・・・・・・・・ 自口■口■■・・・・ ロロ99
5.2.2 長野県飯田市住民の環境配慮行動の実態 口・・・・・・ ロロロ・・・・・・・・・101
5.2.3 環境施策等の影響と環境配慮行動の実施度等の関係 ・・・・ ロロ■■■■・・・・103
5.2.4 社会関係資本の程度と環境配慮行動の実施度等の関係 ・・・ ロロ・・ 口・ 口・・・107
5.2.5 長野県飯田市住民の環境配慮行動の実施度の規定構造 ・・・ ロロ■■ロロロ・・ 口110












・ ・ ・ ・
ロ ロ
・ ・ ・ 113
5.3 長野県飯田市における地縁型組織と地域環境力の形成  ・・ ロロロ・・・・・ 口・・・・114
5.3.1 分析の視点と方法 口・・・・・・ 口・・・・・・・ ロロロ・・ 口■■■■・ ロロ・114
5.3.2 飯田市における地域環境力の全体像 ロロ・・ B■ B■ ■■口・ 口・ 口・・・ B・・115
5.3.3 飯田市の地緑型組織における環境活動 ・ 口・・・・・・・ 口・・・・・・・ 口・・118
5.3.4 飯田市における地緑型組織と市民共同発電事業の接続 ・・・・ ロロロ・・・・・・120
5.3.5 飯田市における地域環境力と環境イノベーションの普及との関係 ・・「・・ ロロ・123
5.3.6 分析結果のまとめ 口・・・・「・ 8■ ■■口■・・・ 口・ ロロ・・・ ■■■■■・124
5.4 要 約   ・
 ・  ・  口 ・  口 ・  ・  ヨ ・  口 ・  ・  ・  ・  口 ・  ・  “
 口 ・  ・  ・  ロ ロ ロ ・  ロ ロ ・  ・  ・  日 ■ ■ ■ ■ 125
参考文献 ・ 口・・・・・・・・・・・・・・・・・ 口・・・・ 口・ 口・・・・・・・ ロロロロロ126
第6章 総括ならびに結論 口・・・・・・ 自■■■■ロロ・・・・・・・・・・・・ 口・ 口・ ‐・127
6.1 住宅用太陽光発電の普及と地域環境力の形成の相互作用 ・・・・・ 口・・・・・・・・127
6.2 飯田市の環境施策等による環境イノベーションの普及と地域環境力の形成 ロロロロ・ 口129
6.3 環境イノベーションの普及と地域環境力の相互作用を高める施策のあり方 ・・・・・・131











































参 考 文 献  
口 ・ 口 ・ ・
“
口 ・ ・ ・ ■
■ ■ 口 E■ ■ ■ 口 ■ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ロ ロ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 135
謝 辞  ・ ・ ・ ・ ・ ・
口
・ ・ ・ ・
口
・ ・ ・
■ ■ ■ 口 ■
・
B・ 口

















環境イノベーション戦略プロジェク ト(APEIS:The Asia Pacific Environmental lnnovation





























































































































































この 3つの目的に対応する分析結果は,第1の目的については第 3章と第 4章に,第2
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辮翻支援自治体数  ― 支援自治体比率
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既設置者 300 0.109 (2.03)*闊 儡
005年以前 0.099 (1.35)鰊 熙 鵞
0.295 (2.82)* 0.229 (2.49)*0.175 (1.95)0.166 (1.65)魃
0.162 (1.67)0.157 (1.83)0.005 (0.78)0.073 (0.32)0,000 (0.73)
未設置・有意
向者 0.237(2.16)*0.250 (3.12)**0.051 (0.65)0.209 (2.14)*0.083 (0.80)
N
基本属性変数
年 齢 (才) 年 収 (万円) 建築面積 (m2)






-1.35 (1.42)3 .68 (0.47)2.57(0.27)??以降 18,09 (0.29)- .90(1
未設置・有意
向者






































































問題解決有効性 ・太陽光発電を導入することで、地球温暖化等の問題解決に貢献できる ‖鰺幡 -0 002-0 090
社会規範性 ・太陽光発電の設置が社会的に期待されている -0 0430 099
報道活発性 ・太陽光発電に関するテレビや新聞等の報道、雑誌の記事が多くなつている 1: -0 126
経済効果性 ・太陽光発電の設置により、電気代を安くすることができる |lliζ慶教穏ξ量 -0 132
設置等容易性 ・太陽光発電の設置や維持は容易である -0 127
燒性能等信頼性 ・太陽光発電の性能や耐久性は信頼できる -0 078コスト負担容易性 ・太陽光発電の設置コス トは負担できる範囲である -0 023
地域活発性 ・太陽光発電の導入に関する地域の行政やNPO、地区活動が活発である -0 088 摯‖[ 構
国の施策活発性 ・太陽光発電の導入を支援する、国の施策が活発である 0 044-0 013鮮‖蒻


























規定の際の住居の建築面積のみであり,パー ソナ リティ及び基本属性と比べて認知項 目
の説明力が高いといえる。また,設置意向は,「広義の負担容易性」認知ではなく,「広
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注)2つの認知項 日を日的変数 として,各々 に情報人手媒体をダミー変数として重回帰分析を行っ








平均値の差 t値 有意確率 平均値の差 t値 有意確率
国の施策・普及活動 14 200 0.339418‐37 ** 01288310‐86 **
地域行政の施策・普及活動 2 226 0_3532117180**
テレビ・ラジオのニュースや特集等 44 810a259.‐′1389‐ ** -0 1542 345
新聞・雑誌の記事・特集 34 8%a2041al′′ ** -0 0270 387
地域の自治会・町内会、公民館等の活動 0 3301 969 0 3921
NPO・市民活動団体の活動 0 2361 654 0.5122117125 *ホ
職場の研修・講義、仕事上の取引・体験 1 163 0 466211740
??
家族、友人や知人、近隣の人との会話 a1321■|la′ 撃* 0 0870 969
書籍 013216211755** 07154、613 **
インターネットの掲示板やブログ、コミュニティ等 20 3% 0125141:122** 0:27431397**
企業の広告・広報等 34 6%a3鈴 ア
=′









標 準化係数 tイ直 有意確率 標準化係数 t値 有意確率
国の施策・普及活動 14 20/1 0 084 0 0381 005
地域行政の施策・普及活動 -0 010 0 0401 077
テレビ・ラジオのニュースや特集等 44 8% |に112|]13112161|**-0 0872 435
新聞・雑誌の記事・特集 34 800 0 0792 220 -0 0270 739
地域の自治会・町内会、公民館等の活動 0 0441 345 0 0270 790
NPO・市民活動団体の活動 0 0010 044 0 0290
職場の研修・講義、仕事上の取引・体験 0 0210 645 0 0651 943
家族、友人や知人、近隣の人との会話 01110173:1301 **-00050161
書籍 0 0040 122 0,11513:13417**
インターネットの掲示板やブログ、コミュニティ等 20 30t 0 0812 493 0.09821953**
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■内容をよく知っている 鐵内容をある程度知っている 日あることは知っているが内容は知らない 口知らない
図3-7 地方自治体における補助金の認知度
回答率

























































問題解決有効性 ・太陽光発電を導入することで、地球温暖化等の問題解決に貢献できる ヨ1蠅0 -0 002-0 090
社会規範性 ・太陽光発電の設置が社会的に期待されている 柵陽 ‖ -0 0430 099
報道活発性 ・太陽光発電に関するテレビや新聞等の報道、雑誌の記事が多くなつている ″計,響‖ -0 1260 147
経済効果性 ・太陽光発電の設置により、電気代を安くすることができる 讐‖幅11 -0 132
設置等容易性 ・太陽光発電の設置や維持は容易である -0 127=01毬
輸 0 056
性能等信頼性 ・太陽光発電の性能や耐久性は信頼できる 0 177 住1767 -0 078
コス ト負担容易性 ・太陽光発電の設置コス トは負担できる範囲である -0 023鋭1764 0 073
地域活発性 ・太陽光発電の導入に関する地域の行政やNPO、地区活動が活発である -0 088 立1388
国の施策活発性 ・太陽光発電の導入を支援する、国の施策が活発である 0 044 a132o
家族友人等活発性 ・太陽光発電に関して、家族や友人・知人と話すことが増えている 0219 0 184 e1401
因子相関行列











説明変数 B 有意確率 オッズ比Exp(B)
初期投資の負担額 -0 042 0 000 0 959
年間売電収入額 0 284 0 000 1.329
広義の便益性評価 0 978 0 000 2 658
広義の負担容易性評価 0 560 0 000 1 751





設定した 6ケー スの設定条件を表 3-Hで得られた回帰式に入力した計算値と,アンケ
ー トの回答値 (観測値)を比較した.アンケー トでは,6ケースを全てのサンプルに質
問するのではなく,3ケー ス毎に分け,全サンプルの半分の300サンプルにケース 1～3,















13 ケ■ス4 ケ||1為η 半ス0
設備価格単価 (万円/kW) 60 60 30 60 40 30
設置補助単価 (万円/kW) 7 14 10 10 10 14
初期投資の負担額 (万円) 210 180 80 200 120 65
年間売電収入 (万円/年) 20 20 8 20 12 8
売電による投資回収期間 (年) 105 9 10 10 8
初期投資の負担額 (万円) 210 180 80 200
?
? 65
設置意向 (%) 観測値 95% 133%38.4% 8.8% 121% 46.1%
計算値 53% 167%312% 79% 207%46.0%
-52-
価が小さいと補助件数 ANiは増やせるが,補助があるこ

























































































1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011 121314151617181920
i:地方自治体での補助額 (万円/kW)
注 1)下記の条件を前提 として計算した。
・設備価格単価 :60万円/kW 。国の補助額単価 :7万円/kW














TAiMAXをENiMAXで除 した値が設置開拓 1件当た りの単位費用UAiMAXとなる.こ
の UAiMAXを施策の評価項 目とした場合においても補助額 iは小 さいことが望ましい
ことになる。ただし,補助金の申請数がENiMAXを達 しない場合においては,ENiMAX
を達成するために最低限度,iを増やすことも必要になると考えられる。
1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011 121314151617181920
地方自治体での補助額 (万円/kW)
注 1)下記の条件を前提として計算した.
・設備価格単価 :60万円/kW 。国の補助額単価 :7万円/kW







補助額 iの場合の設置意向率YIの差 [YO一Yi]をYiで除 した値 .
・設置開拓 1件当たりの単位費用 (UAIMAX):

































































































































低いのは他の大都市圏も同じであり,愛知県 1.8%,福岡県 1.9%,大阪府 0。9%である。














































熊谷恵 屡躍 さいたま市◆◆Ъt`L黒ヤ ♀沢市???? ◆越谷市 ◆ 川口市



























































1万円未 満 3 4.8%
1万円以上2万円未満 13 20.6%













































































初期投資負担額 -0 036 0 000 0 965
売電収入 0.232 0.001 1 261
定数 0 090 0.681 1 094
N=600
表3-16 多重ロジスティック回帰式を用いた計算値と観測値の比較
彗言葉藝渤仁霧議群櫂襲彗襲公彰ミ影靭ヾ 屎 隕 ‐彰:
華彰笏卜1懺褥 雛 襲
初期投資負担 (万円) 20 20 8 20 12 8



























































































J/  ｀    ___補助件数











1  2  3  4  5  6  7  8  9 10 11 12 13 14 15
補助金単価p(万円/kW)
図3-14 補助金単価による補助件数と設置開拓件数 (計算値)






















































・・ ・ ・ ・ ・ ・ 。 。 。





































































2)広瀬幸雄 :環境配慮的行動の規定因について,社会心理学第 10巻第 1号,pp.44-
45, 1994.
3) E. M. Rogers: The Diffusion of lnnovations (3rd ed.), The Free Press 1983.
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A B C=A/B D E=A/D
20～29歳 48 8,613 0.56% 150 31.9%
30～39歳 95 13,523 0.70% 236 40.2%
40～49歳 12,403 0.94% 217 53.5%
50～59歳 14,492 1.08% 253 62.0%
60-69備置 160 14,059 1.14% 246 65.1%
70歳以上 204 22,420 0.91% 392 52.1%
無回答・不詳 13 335 3.88% 6











































回答率   (%)









瘍  1314.3            機認知度






全サンプル 793 188% 110% 11.5%
性別
男性 326 190% 誦憚‖l響: :議:|:廟廷尋菜
女性 439 18.7% 87%* 84%**
年齢
20歳代 48 0.0%** 2.1% 8.3%
30歳代 242% 105% 11.6%
40歳代 129% 1.7%** 7.8%
50歳代 157 210% 102% 153%





? 196% 曇齢,1ミDI通憂垂 10.8%
職業
農林水産業 52 26.3% 7.0% 10.5%
商エサービス業 45 28.9% 111% 67%
自由業・会社役F 308% 103% 51%
会社員 119%** 119% 褥 惨
公務員・団体職廣 193% 10.5% Ⅷ酬懺1雖1下は
パート・アルバイト 129% 5.4% 9.7%
専業主婦 21.3% 12.3% 9.0%























































































問題認知 地球温暖化が進行 しており、危機的状況であると感じている 923%913% 186%
暮らし責任 地球温暖化の原因は、私たちの暮らしにあり、その改善が必要である 919% 188%
現世代責任 地球温暖化対策をとることは、次世代のための現世代の義務である 874,8990/1 193%





設置等容易性 地球温暖化防止行動は、手間がかからない・めんどうではない 230,242% 198%
性能等信頼性 地球温暖化防止行動は、お金がかからない・家計の負担ではなし 188) 188% 188%
コスト負担容易性 地球温暖化防止行動は、家計の出費を抑えることにつながる 483% 221%
行動自己目的性 地球温暖化防止行動は、おもしろくてやりがいがある 187'248% *250% *





地域活動活発性 地球温暖化防止行動に関して、地域での活動が活発である 178) 22800 241%
家族・知人等活発性 温暖化防止行動に関して、家族や知人・友人が熱心である 185)282% **2816% **
社会規範認知 地球温暖化のために決められたルールを守ることが大事である 830)832% 1881/O









問題解決有効性 太陽光発電を導入することで、地球温暖化等の問題解決に貢献できる 739)80.511 +205% *
設置等容易性 太陽光発電は、設置や維持がめんどうではない 153)24.8% ■1半 30.6% *=
コスト負担容易性 太陽光発電の設置コス トが高くない・負担できる 11114%|| 32‐7% *
経済効果性 太陽光発電の設置により、電気代を安くすることができる 607)604% 187%
行政施策活発性 太陽光発電の導入を支援する、行政の施策が活発である 358%4516%|||||239% **
導入活発性 太陽光発電を導入する人が増えている 415)5013‐%||キ|■ 228% ネ













































太陽光発電を導入する人が増えている 0.6440 073-0 037
太陽光発電の導入を支援する、行政の施策が活発である 01629-0 067-0 003
太陽光発電を導入することで、地球温暖化等の問題解決に貢献できる 013840 0200 078
太陽光発電は、設置や維持がめんどうではない -0 01101783-0 030
太陽光発電の設置コス トが高くない・負担できる 0 021 0.4340 053
地球温暖化防止行動は、おもしろくてやりがいがある 0 027-0 07901604

















































































民 (ターゲット)の設定,ター ゲットの特性に応 じた訴求方法等を整理し,今後の
施策のあり方を考察する。
(2)アンケー ト調査の概要




































































































20～29歳 300 457 353 14〔
30～39歳 13,524 400 536 245 457 214 22乏
40～49歳 12,403 550 357 205 57.4
50～59歳 14,492 230 60.0 230
60～69歳 14,059 223 343 259 755 223




































































本質バイオマス機器の種類では (表4-14),薪ス トー ブと薪ボイラーが多い。本質ペ
レットス トー ブの設置は薪ス トー ブに比べると少なく,近年になっての増加傾向も見ら
れない:



















































































































薪ス トー ブが最も多く74.0%,次いでペレットス トー ブ40.0%となつている(複数回答).


















































































全体 111710.0% 4.5% 10.0%
太陽光発電設置意向有り 112 21.4%**26.8%**















































































































































































































































































































男 性 女 性 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代
N 1117 205
太陽光発電設置意向 1214%|* ||10ダ1鷹 78%
本質バイオマス設置意向 椰1餞|* 311%|* 63% 52%
市民共同発電出資意向 1‐研群1** 710略 12200 爵薔雉1鼎11
全サンプル
職 業




市民共同発電出資意向 1000/0=12響 95% 10000 155% 6総%‖権 1孤凝|*
全サンプル
居住地 住居形態 所有形態
市街地 市街地近郊 天竜川東部 戸 建 集 合 持 家 賃 貸
164
太陽光発電設置意向 10000 i11111輛il動1緞 ‖思1磁悟 171'=塾摯
木質バイオマス設置意向 191螢仁ヨrll




































エネルギー消費量を減らす省エネルギー行動を、自分自身が実施しようと心がけている 01813-0 013-0 1360118
「二酸化炭素等の排出削減のための対策」を、自分自身が実施 しようと心がけている 101762‐-0 0340 251-0 160
再生可能なエネルギーの普及の支援や設置を、自分自身が実施 しようと心がけている 1016840010-0 200 123
「気候変化による影響 (被害)を防ぐための対策」を、自分自身が実施しようと心がけている 1016400 0940 157-0 150
地球規模の気候変化が進行しており、飯田市にも影響 (被害)があると感じている 0 0540「812-0 096-0 026
地球規模の気候変化が進行しており、世界的に影響 (被害)が深刻であると感じている 0 0360=1795-0 038-0 009
将来的に、地球規模の気候変化はますます進行し、危機的状況になると考えている -0 076016330 2050 040
「二酸化炭素等の排出削減のための対策」を行なう必要があると考えている -0 053-0 1070196610 054
「気候変化による影響 (被害)を防ぐための対策」を行なう必要があると考えている 0 0040 182IQ132210 109
最近の気候変化は、二酸化炭素等の増加による地球温暖化が原因であると考えている -0 010 277凛輌13 -0 029
エネルギー消費量を減らす省エネルギーの推進が必要であると考えている 0 160-0 070 12001608
太陽光や太陽熱、水力、本質エネルギー等の再生可能なエネルギーの普及が必要であると考えている 0 088-0 00700181101597
今後も原子力発電所の停止等により、夏や冬の節電が求められると感じている -0 0360 0000 063
'a1565
石油等のエネルギーの枯渇や価格高騰が近い将来に起こる可能性があると感じている -0 0740 167-0 00601542
原子力発電所の安全確保と運転再開が必要であると考えている 0 0620 0660015-0 136
因子相関行例





































































NPO等市民活動団体による自然保護や自然活用関連の活動 11001-0 020-0 0940 026
その他、NPO等市民活動団体による地域づくりや教育等の関連活動 018401-0 03100110 074
NPO等市民活動団体による地球温暖化やエネルギー関連の活動 01817-0 07701120 024
NPO等市民活動団体による廃棄物・リサイク関連の活動 0,7650 153 -0 123
地区の清掃活動 -0 04101926-0 0440 035
地区のごみ収集等に関する活動 0 0501018610 006-0 003
地区の防災活動 10「7129 0 0820 069
公民館での学級・講座活動 (自然や環境関連) 0 0340 1280 816‐9 -0 117
公民館での自然体験関連活動 0 064-0 0870=3230 097
公民館での学級・講座活動 (子育て、郷土、健康、芸術、多文化関連等) -0 028-0 017日 1315 0 073
地域の祭 りや季節行事 -0 0280 183-0 067al■11
公民館でのスポーツ活動・スポーツ大会 -0 007-0 005 僕郵41
































結合型 橋渡 し型 地区活動 公民館活動 地域行事等 NPO活動
全サンプル 1117 2415 3 895 3 834 2 442 1 769 2517 1 402
太陽光発電設置意向 112 02倒1詈-0020 0112 9125■|*著 0113=|ネ* 0225■|*
木質バイオマス設置意向 1硼泌‖11■ 0262 0228 0401■幸摯 01256111中| Oi3311■F ||:3021*










本質バイオマス機器の設置率は 5.4%であり,薪ス トー ブが中心になっている.今







































































































































































日常生活において節電に努めている 0:907 -0 068-0 025
日常生活において節水に努めている 0 837 -0 015 0 003
ごみは地域のルールに従つてきちんと分別して出すようにしている 0_795 -0 042 0 003
日常生活においてできるだけごみを出さないようにしている 01689
物は修理して長く使うようにしている 01638 0 026
エコマーク等のついた地球にやさしい商品を購入することを心がけている -0 081 10子19651 -0 011
物・サービスを購入するときは環境への影響を考えてから選択している 0 048 10■7191 0 052
家電製品等を購入する際には、省エネ性能も考慮している 0 392 01431 -0 056
不用品をバザー、フリーマーケット、ガレージセール等のリユース、リサイクルにまわしている 0 193 住1332 0 092
地域の美化活動に参加している -0 104 01896
地域の緑化活動に参加している -0 041 0 120 101662



















A飯田市スコア 359 406 433 449
B飯田市t検定 #(000)(000 #(000 #0.0(#00C
,書1甲1響 :iユ輛01 斗74 11〔「 8‐51 0199 405
婁醐酬, 1●0〔 維 ,.31 ■蒲
環境配慮商品の
購入度
へ飯田市スコア 274 332 340
B飯田市t検定 #(000 #(048 029
































ンプルの弟の有意性の検定 (t検定)を行った結果 (両側有意確率)を示す 0で表記して
いる場合は,該当年代のサンプルがそれ以外のサンプルより,差がマイナスであることを示
す.#の記号は,Lcvcncの検定 結果,等分散が仮定されなかつたことを示す
注3)Dでは,Aで求めた値 と全国調査結果の同様の値 と差を示す 全国調査結果は環境省 「環境



















この結果,選択された比率は,「市民共同発電 (おひさま進歩)」 (18.8%),「地域 ぐ
るみ環境 ISO。南信州いいむす 21」(11.3%),「飯田市環境基本計画 (いいだ環境プラ
ン)」 (10.1%),「飯田市エコタウンプラン (天竜峡エコバレープロジェクト)」 (8.2%),
「ワーキングホリデー飯田」(7.4%),「グリーンツーリズム・エコツー リズム (南信州











「地域ぐるみ環境 ISO等」は,地元企業 (現在 31社)が研究会を設置して,連携 し




















































































地域ぐるみ環境ISO等 1.168 2.177 **3177811*1黎












の 妻 署 音 由
市民共同発電
へ の 中 沓 音 由
飯田市環境基本計画 0.007 1.728 0327 4.298  *
地域ぐるみ環境ISO等 0.017 101111101:率:寵| 3177 轟1纏華輩|
























































30%         40%








日常 生 活 で の








橋渡じ型社会関係資本 2.288 * 4.349 1■|キ 2433 *
N=793

















地 球 温 暖 化 問題
の解 決 責 図
地球温 暖化防止
の 行 動 音 回
太 陽光発 電
ハ 譜 署 音 由
市 民 共 同発 電
へ の 出 資音 向
結合型社会関係資本 4.352111**517111=|‐* * 0.870 ‐310541■*|
















































































































総合環境配慮度 0.35 0.13 047 024 028 ―  1   0.400.48006 007
日常生活における環境配慮度 0.49 013 007 024 031 010 0.570.01 007
環境配慮商品の購入度 0.22 013 0.30 0.24 020 nR, 0.310_04 0.05
環境社会活動への参加度 0.41 013 035 0.24  1   0.38 013 0.55005 0.09
地球温暖化問題の解決意図 -0.30 0_13  1   007.24  1   0.39―  1   000-0.20
0.01 009
地球温暖化防止の行動意図 0.14 0.13 035 ―  |  -010.24001 008
太陽光発電の設置意向 -0.14 0.13 024  1  -001― i  001-0.13
0.01 000

























































































































両 方 と も




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ムの設置世帯における環境行動の変化,」ournal of Japan SOCiety of Energy and
Resources, 31-1, pp.38-44, 2007.





























































































































ア 地球温暖化が進行 しており、危機 1 2 3 5
イ 地球温暖化の原因は、私たちの暮
らしにあり、その改善が必要である 1 2 3 4
ウ 地球温暖化対策をとることは、次世 1 2 3 4
工 自らの行動が地球温暖化問題の
解決につながる 1 2 3 4
オ 地球温暖化防止行動は、手間が
かからない・実施は容易である 1 2 3 4 5
力 地球温 暖化防止行動 は、お金が
かからない・家計の負担とならない 1
2 3 5




くてやりがいがある 2 3 5




1 2 3 4
サ 地球温暖化防止行動に関して、家
族や知人・友人が熱心である 2 3 4 5
シ 地球温暖化防止行動 に関して、勤
務先の活動が熱心である
2 3 4 5
ス 地球温暖化行動の実施が期待さ 1 2 3 4
セ 地球温 暖化 問題 を解決しなけれ 1 2 3 4
ソ地球温暖化防止行動を実施しようと
















1 2 3 4 5
イ 太陽光発電の設置や維持は容
易であると考えている・感じている 1 2 3 4 5
ウ 太陽光発電の性能や耐久性 は















































レヽる 1 2 4 5
イ 冷や しすぎない冷房温度、暖め
すぎない暖房温度の設定に努 め 2 5
ワ クール ビスや フオームビスな
ど、服装に気をつけて、温暖化防
止に貢献 している








1 2 3 4 5
キ 買物の際は、マイバ ックを持参











1 2 4 5
コ 地域の省エネルギー活動 (省エ





























































10 テ レビ・ ラジオでの太陽光発電関連のニュースや特集等
11 太陽光発電関連のインターネ ット上の掲示板やプログ、コミュニティ等














7 太陽光発電を設置 している近隣住民の少なさ (近隣で日立つこと)

































































1 国の担当機関に問い合わせた・関連サイ トから情報を収集 した
2 地方 自治体の担当機関の相談窓口に問い合わせた 。関連サイ トから情報を収集 した
3 太陽光発電協会OPED太陽光発電消費者相談センターに問い合わせた 。関連サイ トか
ら情報を収集 した
4 NPO・市民活動団体に問い合わせた・関連サイ トから情報を収集 した
5 メーカや販売代理店に相談 した・カタログや関連サイ トから太陽光発電に関する情報
を収集 した
6 既に太陽光発電を設置 している知人に話を聞いた 。相談 した





12 設置業者や販売代理店に設置可能の可否調査や、費用の見積 りを依頼 した




2 思つた通 りの効果があり、満足 している
3 あまり満足 していない
(→不満な理由





























































(施策名または内容 :                      )
国が実施している太陽光発電の設置に対する補助金制度
6以外のその他国が実施 している太陽光発電に関する施策





















































7 近隣に太陽光発電を設置 している人がいない 。近隣で日立ちなくない



















































(施策名または内容 :                           )
6 国が実施している太陽光発電の設置に対する補助金制度
7 6以外のその他国が実施 している太陽光発電に関する施策







































イ省ェ永夕雷 へヽの冒糧, 1 2 3 5
イ 省エネ性 能 の優れ たエコ住 宅
への立て替え・新築 1 2 3 4 5
ウ 省エネ性能を向上させるための
リフォー ム(エコ・リフォー ム) 1 2 3 5
工 国産材をふんだんに使つた木 2 3 4 5




1 2 3 4 5
キ 高効率給湯器 (エコジョー ズ、
エコキュート、エコウイル)の設置 2 3 5
ク 薪ストー プの設置
1 2 3 5
ケ 木質ペレットストー プの設置
1 2 3 5
コ 屋上様化 せ 白緑化
1 2 3 5
サ 省エネナビの設置





























が助けてくれると思う 1 2 3 5
イ 近所に信頼できる友人・知人がい




1 2 3 4 5
工 職場や 学校関係 に信 頼できる友

































1 2 3 4
イ 冨に新しい情報を得るようにしてい
る 1 2 3 5
ワ 冒険が好きである
1 2 3 5
工 常にツ
`戦
をするようにしている 2 3 4 5
オ 自分の力で問題を解決することカ
できると考えている 1 2 3 5
力 自分の判断に自信がある
1 3 5
キ 居住している地域のために役立つ 2 3 5
ク 居住している地域での活動に生き
めれ・ヽやりがいか咸じる 1 3 5
ケ 地球や世界のために役立つことし
がしたい 1 3 5
コ 地球や世界のためになる活動 に生
きがいoやりがいか威 1ヽる 1 3 5
サ 環境問題の解決のために役立つ
こ>力ヽ プ″い 1 3 4 5
シ 環境問題の解決のための行動や





Fl.性BU 1 男性  2 女性
F2年齢 才
Fa a職業 1 農林漁業の自営・家族従業者
2 商工販売サービス業の自営・家族従業者
3 自由業 (医師、弁護士、著述業等の個人事業者)
4 2以外の会社役員・会社経営   5 会社員   6 公務員
7 団体職員    8 学生    9 パー ト・アルバイ ト
10 専業主婦    11 無職    12 そのrlll
F4家族構成 1 -人世帯  2 -世代世帯 (夫婦のみ)
3 2世代世帯 〈親と子)  4 3世代世帯 (親と子と孫)
5 その他の世帯
Fa世帯主との 1 世帯主である  2 世帯主ではなυ
F6。世帯全体の
年間収入 約 万 円
F■居住地
都道府県         市区町村?
?
??? 年
L住宅構造 1 木造  2 鉄骨 。鉄筋コンクリー ト造  3 鉄骨造
4 その他 (具体的に                 )
FlQ住宅面積等 延床面積        m2    建築面積        m2





































1 2 3 4 5
ワ 環境問題について、よく人から尋ねら
オιる 2 4 5
工 自分が話しをしたことやアドバイスが、
友人や知人に影響を与えることが多い 1 2 4 5
オ_家族と、よく環境問題に関する話をす
る 1 2 3 4 5
力 家族と環境問題についての話をする





























ア 町内会・自治体・住民協議会の活 1 2 4 5
イ 地域の学校運営に関する活動
1 2 3 4 5
ワ 地 域 の祭 ワヤ 李 頂1行事
1 2 3 4
工 地域で行つているサークル活動・ 2 3 4 5
オ 職場で行つているサークル活動・
懇親活動(趣味やスポーツ等) 1 2 3 5
力 福祉・育児支援・教育・地域づくり
等に関するボランティア・NPO活動 1 2 3 4 5
キ 環境保全・リサイクル・地球温暖化
等に関するボランティア・NpO活動 1 2 3 5
























































































ている 1 2 4 5 6
● 市 ヤ し,さな い0房温 度 、曖
めすぎない暖房温度の設定に
努めている
1 2 3 4 5 6
ウ 家電製品等をIIt入す る際に
は、省エネ性能も考慮 している 1 2 4 5 6
オ 日常生活においてできるだけ
ごみを出さないようにしている 1 2 4 5 6
力 物は修理して長く使うように
している 1 2 5 6
キ ごみは地域のルールに従つて
きちん と分別 して 出す よ うに
l´ている
1 2 4 5 6
トル、空き缶等はリサイクルに
まわしている




2 3 4 5 6
コ 買い物の時、買い物袋を持参
した り過剰 な包装 を断 つた り 1 2 4 5 6
サ 運転の際には、不必要なアイ
ドリングや空ぶか し、急発進は
しない (自動車を運転 しない場 1 4 5 6
ン 日常生活において節水に努め
ている 1 3 4 5 6
ス 潤や食べかす等を排水 口から
流 さない 1 3 4 5 6
セ 買い物の時は、製品の成分表
示 をチェックして選んでいる 1 3 4 5 6
ソ 企業が作成 している環境報告
書 な どで企業の環境保 全へ の
政糸Rをチェ ック l´ている
1 3 5 6
夕 企 業 の環 境 保全 の取粗 を促 進
するような金融商品(エコファ
ン ド筆 ヽ か乗‖用 l´てい る








1 3 4 5
テ 地域の関 ヒ活動に参刀口してし
る 1 3 4
?
? 地域の美化活動 に参カロしてし
1 3 4 5
ナ 地域の自然保護活動 (生き物
の保全活動等)に参加 している 1 2 3
二 地域の環境に関する計画等の




エネイベン ト等)に参加 している 1 2 3
ネ 地域のツサイクル活動に参カロ
してυヽる 1 2 3
ノ その他地域の環境保全活動に
























ア 環 現 に配 慮 した 生 活 をす るよりに心 か けて
いる 1 2
イ 環境に関する情報を人手 した り、主体的
に学習するようにしている 1 2
ワ 経済的なコストや手間がかかつても、できる




いる 1 2 5
力 環境関連のNPO活動に参カロするようにし






















l 2 3 4






1 2 3 4
1 3
キ 環境ネッ トワーク









ひさま進歩エネルギー) 1 3 4
‐145‐














1 2 3 5
イ 飯 田市民の多くが、飯 田
市は環境に熱心な街だと思
つている
1 2 3 5























1 飯田市環境計画● いヽだ環境プラめ  2地域ぐるみ環境ISO・南信州いいむす21




















































*平成 21年度か ら、太陽光発電の設置に対する国や飯田市の功成制度が導入 されています。












































































ウ 地 球 温 暖 化 対 策 をとることは 次






キ 地球温暖化防止行動は、家計 1 5
ク 地球温囲 ヒ防止行動は、おもし
ろくてやりがいがある l 5




族や知人・友人が熱心である 3 4 5
シ 地球温暖化のために決められ
たルールを守ることが大事である 1 3 4 5
ス_地球温暖化問題を解決しなけ
1 3 4 5
























1 2 3 4 5
ワ 環境問題について、よく人から尋ねら
れる 1 2 5
工 環境問題の話をするとき、自分から話
をするより、人の話を聞くことの方が多 1 2 4 5
オ 自分が話しをしたことやアドバイスが、








































Fユ 居住地 1 橋北   2 橋南   3 羽場   4 丸山   5 東野
6 座光寺  7 松尾   8 下久堅  9 上久堅  10 千代
11 龍江   12 竜丘   13 川路  14 三穂   15 山本



















工 家族や友人・知 人から 2 4















じて 1 2 3
ス 環境保護団体や環境NPOの広報話やバンフレ


















している 1 2 3 4 5
イ 自分の健康や家族の健康を大事
にしている 1 2 3 4 5
ウ 必要なものに、合理的にお金を使
うようにしている 1 3 4 5
工 人生において、お金が大事だと考
えている 1 3 4 5
オ 社会の役に立つことをしたいと考
えてυ｀る 1 3 5
力 仕 会 の多 くの人 々の幸 せ を願 つて
いる 1 2 3 4 5
考えている 1 2 3 4 5
ク 自然や環境の保全にもつと配慮す




















面識・交流がある 1 3 4 5
工 近所に4言頼できる友人・知人がい
る 1 3 4 5
オ 職場や学校関係の信頼できる友
人・知人がいる 1 3 4 5
力 趣味や社会活 動で知 り合つた友
人・知人がいる 1 3 4
キ 遠く離れているが、たまに出会う友








発送数 :2,076件  回収数 :1,105件(回収率 53.2%)
時 期 :2012年4月2日(月)～2012年4月20日(金)
どのように考えていますか。次のア～クの
































































1 2 3 4 5
力 1気候変化 による影 響 (被
害)を防ぐための対策」を行な
うス車がわ 老,てし%
1 2 3 4 5
キ |二酸化炭素等の排出肖」減
のための対策」を、自分 自身
が 生 淵け1■ら,′,、力ゞ け で い ス
2 3 4 5
ク 1気候変化による影響 (被害)






















降雪の質の変化等) 1 3 4





















































































































































5 どの助成制度も利用 していない・ 自己資金だけで設置 し、運用 している






Ⅲ.本質バイオマス機器 (薪ストー プ・薪ポイラ ・ーペレットストー プ・ペレットボイラ )ー
について、あなたのお住まいの状況やお者えをおたすねします。
問8.あなたのお住まいでは、現在、本質ノヽイオマス機器 (薪ストー プ・薪ポイラ ・ーペレッ
トストー プ。ペレットボイラー)を設置していますか。あてはまる番号に1つだけOE口を
つけて<ださい。

















的な規模 (4k■・lなら、約 220万円の設置費用のうち、国と飯 田市の制度を両方、
利用することで、19o万円程度の自己負担 となるとします (この補助金額等は平成
23年度の場合であり、新年度の補助金額は異なることがあります)。































































































































7 市民共同発電に出資すると、 どのように活用 されるか、楽 しみになる
8 新 しいことなので、やってみたい
9 社会的に認められる









6 市民共同発電の仕組みがわか りにくい・利用 しにくい
7 家族の関心がない・家族の理解が得られない
8.市民共同発電に出資 している人が少ない 。日立ちたくない
































知 れ るヽ 1 2 4
力 趣味や社会活動で知り合つた友人・知
人がいる 1 2 4
キ 遠く離れているか、たまに出会,反人・

























ア 友人や知人 と、よく環境問題 に関す
る話をす る 1 2 3 4 5
イ 友人や知人に環境問題についての
話をするとき、自分から、多くの情報を l 2 3 4 5
フ 県現問題について、よく人から尋ねら






















1 2 4 5
イ 地区の防災活動
2 3 4 5
ウ 地区のごみ収集等に関する活動
1 2 4 5
工 公民館での字級・講座活動 (目然や
環境関連) 1 2 4 5
オ 公民館での学級・講座活動(子育て、
郷上、健康、芸術、多文化関連等) 1 2 5
力 公民館での 自然体験関連活動
1 2 3 4 5
キ 公民館での文化活動 (コンサート、人
形劇等 ) 1 2 4 5
ク 公 民館 でのスポーン青 勁・スホ ツ六
1 2 4 5
グ 地城の字検連宮に関す る活動 (P
TAの活動等 ) 1 2 3 4 5
コ 地域の祭 りや季節行事
1 2 4 5
サ NPO等雨民活動団体による地球温
暖化やエネルギー関連の活動 1 2 4 5
シ NPO等雨民砧動団体による廃乗物・
リサイク関連の活動 2 4 5
ス NPO等市民活動団体による自然保
護や自然活用関連の活動 1 2 5
セ その他、NPO等市民活動団体による
地域づくりや教育等の関連活動 1 2 3 4 5
Fl.性別 1 男性    2 女性
F2.年齢 1 20～29歳  2 30～39歳  3 40～49歳





5 会社員     6 公務員
7 団体職員    8 学生    9 パー ト・ アルバイ ト
10 専業主婦  11 無職    12 その他
F4.家族構成 1 -人世帯      2 -世代世帯 (夫婦のみ)
3 2世代世帯 (親と子)  4 3世代 帯 (親と子と孫)
5 その他の世帯
F5.居住地 1 橋北   2 橋南   3 羽場   4 丸山   5 東野
6 座光寺  7 松尾   8 下久堅  9 上久堅  10 千代
11 龍江   12 竜丘   13川路  14 三穂   15 山本
16 伊賀良  17 鼎    18 上lF5  19 上村  20 南信濃
F6.住居形態 1 -戸建て
"ち
家)  2 -戸建て債 貸)
3 集合住宅← 家)  4 集合住宅債 貸)  5 その他
150
質Fo3は以上です。ご協力ありがとうございました
「環境イノベーションの普及と地域環境力の形成」
の相互作用を高める地域施策の研究
～住宅用太陽光発電と長野県飯田市に注目して～
白井 信雄

